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金か
ね
こ子 

正ま
さ
の
り徳　

　

京
都
文
教
大
学
教
務
補
佐
（
教
育
Ｇ
Ｐ
担
当
）、 

民
博 

外
来
研
究
員

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
ラ
ン
プ
ン
州
を
主
た
る
調
査
地

と
し
、慣
習
、生
活
世
界
、そ
し
て
文
化
の
変
容
を
研
究

し
て
き
た
。現
在
は
、モ
ノ
と
コ
ト
の
消
費
に
関
心
を
も

ち
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
る
。

西欧は胡椒への欲望から、大航海時代にアジア
を目指した。かつて世界を変える原動力であった
胡椒は、世界中に普及したいまも、かつてとは違う
かたちで世界を動かしている

生きもの博物誌

世界を動かした熱帯の植物
〈コショウ〉　

　

紀
元
前
よ
り
世
界
の
食
文
化
を
彩
る
胡

椒
は
、
い
ま
や
塩
と
と
も
に
ご
く
あ
り
ふ

れ
た
調
味
料
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
、
時

に
同
重
量
の
金
と
交
換
さ
れ
る
ほ
ど
の
ぜ

い
た
く
品
で
あ
っ
た
。
大
航
海
時
代
ま
で

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
を
通

じ
て
輸
入
さ
れ
る
か
ぎ
ら
れ
た
量
の
胡
椒

し
か
流
通
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
中
国
の
唐
・
宋
時
代
の
ぜ
い

た
く
な
食
文
化
の
な
か
で
う
ま
れ
た
胡
椒

の
大
き
な
需
要
に
こ
た
え
る
か
た
ち
で
、

東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
地
域
の
港
市
は
栄
え
、

ジ
ャ
ワ
島
や
ス
マ
ト
ラ
島
で
の
コ
シ
ョ
ウ

栽
培
が
す
す
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
流
通
の
地

域
間
格
差
を
も
っ
て
い
た

胡
椒
へ
の
欲
望
が
、
一
五

世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
半

ば
の
大
航
海
時
代
に
、
西

欧
諸
国
を
ア
ジ
ア
進
出
に

駆
り
立
て
た
。
イ
ン
ド
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
生

産
地
は
西
欧
諸
国
の
植
民

地
と
な
っ
た
こ
と
で
胡
椒
は
安
価
に
取
引

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
商
品
と
し
て
の
希

少
性
を
失
っ
た
。
そ
れ
は
胡
椒
が
、
世
界

各
地
に
お
け
る
庶
民
の
食
生
活
に
欠
か
せ

な
い
日
常
的
な
香
辛
料
へ
と
変
化
す
る
過

程
で
も
あ
っ
た
。

　

現
代
の
世
界
で
流
通
す
る
胡
椒
は
、
伝

統
的
な
黒
・
白
あ
る
い
は
粒
・
粉
の
胡
椒

だ
け
で
は
な
い
。
凍
結
乾
燥
技
術
に
よ
る

赤
や
緑
の
カ
ラ
フ
ル
な
胡
椒
や
、
ペ
ッ

パ
ー
オ
イ
ル
の
よ
う
な
二
次
製
品
な
ど
多

様
な
製
品
が
登
場
し
、
薬
品
や
ブ
ラ
ン
ド

香
水
の
原
材
料
、
加
工
食
品
の
添
加
物
と

し
て
も
流
通
し
て
い
る
。

　

現
代
の
胡
椒
の
主
要
生
産
国
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
、イ
ン
ド
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー

シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、

そ
し
て
、
近
年
生
産
量
を
増
大
さ
せ
て
い

る
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
で
あ
る
。

　

胡
椒
が
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
植
物
で
ど

の
よ
う
に
生
産
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
例
を
中
心
に
み
て
い

こ
う
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡

周
辺
に
位
置
す
る
バ
ン
カ
島
が
白
胡
椒
生

産
で
知
ら
れ
る
。
白
胡
椒
は
黒
胡
椒
と
同

一
品
種
か
ら
加
工
さ
れ
る
が
、
白
胡
椒
に

用
い
ら
れ
る
コ
シ
ョ
ウ
は
、
黒
胡
椒
に
用

い
ら
れ
る
コ
シ
ョ
ウ
と
は
栽
培
環
境
に
違

い
が
見
ら
れ
る
。

　

白
胡
椒
生
産
に
は
、
収
穫
し
た
実
を
水

に
浸
し
て
外
皮
を
取
り
除
く
工
程
が
加
わ

る
た
め
、
天
日
乾
燥
の
み
の
黒
胡
椒
よ
り

も
手
間
が
か
か
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
白
胡

椒
は
、
黒
胡
椒
よ
り
も
上
品
な
刺
激
に
な

り
、
市
場
価
格
も
黒
胡
椒
よ
り
高
い
。
白

胡
椒
の
た
め
の
コ
シ
ョ
ウ
は
大
農
園
で
単

作
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
を
用
い
、
施

肥
を
施
す
な
ど
し
て
多
収
量
を
目
指
す
、

資
本
集
約
的
・
労
働
集
約
的
な
農
法
で
つ

く
ら
れ
る
。

　

他
方
で
、
ス
マ
ト
ラ
島
南
端
に
位
置
す

る
ラ
ン
プ
ン
州
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
植
民
地

支
配
す
る
以
前
か
ら
独
立
以
後
、
現
代
に

至
る
ま
で
、
黒
胡
椒
の
世
界
的
な
生
産
地

域
で
あ
る
。

　

同
州
一
帯
に
お
け
る
伝
統
的
な
コ
シ
ョ

ウ
の
栽
培
方
法
は
、
焼
畑
陸
稲
耕
作
と
密

接
に
関
係
し
て
い
た
。
熱
帯
多
雨
林
を
焼

き
、
焼
畑
を
つ
く
り
、
一
定
の
期
間
陸
稲

を
耕
作
し
た
後
に
、
コ
シ
ョ
ウ
を
植
え
て

い
た
の
で
あ
る
。コ
シ
ョ
ウ
の
蔓
の
添
え

木
と
し
て
、
特
定
種
の
樹
木
を
等
間
隔
で

植
え
て
き
た
。
施
肥
は
せ
ず
、
森
林
が

養
っ
た
地
力
に
依
存
す
る
粗
放
的
な
農
法

で
、
十
数
年
間
収
穫
を
続
け
る
。

　

収
穫
さ
れ
た
未
熟
な
緑
の
胡
椒
は
、
天

日
乾
燥
さ
れ
る
こ
と
で
黒
胡
椒
に
な
る
。

現
代
の
ラ
ン
プ
ン
州
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
他
の
換
金
作
物
と
胡
椒
を
混
作
す
る
こ

と
が
一
般
的
で
あ
る
。
混
作
す
る
ほ
う
が

病
虫
害
に
か
か
り
づ
ら
く
生
育
が
良
い
と

い
う
説
明
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
乱

高
下
す
る
市
場
価
格
に
対
し
て
作
物
を
多

様
化
す
る
こ
と
で
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
目

的
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ラ
ン
プ
ン
州
に
お
け
る
コ
シ
ョ
ウ
の
栽

培
を
巡
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

同
州
南
部
で
は
い
ま
や
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
水
稲
な
ど
が
中
心
的
な
栽

培
植
物
で
あ
る
。
国
内
移
民
に
よ
る
農
地

開
拓
に
よ
っ
て
、
南
部
で
は
栽
培
可
能
な

土
地
が
減
り
、
栽
培
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
に
か
か
り
や
す
く
十
分
な
収
穫
・
収

入
が
見
込
め
な
い
か
ら
だ
と
聞
い
た
。

　

コ
シ
ョ
ウ
栽
培
の
中
心
は
、
開
発
が
進

ん
で
い
な
い
た
め
に
森
林
が
比
較
的
残
っ

て
い
る
地
域
に
移
っ
て
い
る
。
国
際
市
場

に
お
け
る
供
給
過
剰
と
価
格
下
落
も
ま
た
、

少
量
で
は
利
益
が
薄
く
転
作
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

刺
激
を
求
め
て
当
然
の
よ
う
に
胡
椒
を

も
ち
い
る
私
た
ち
の
食
は
、
国
内
外
の
社

会
・
経
済
環
境
や
、
開
発
に
よ
る
自
然
環

境
の
変
化
に
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
熱
帯

の
胡
椒
生
産
者
た
ち
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
。

胡 

椒
と
と
も
に
歩
ん
だ

　
　

 

歴
史
と
今

コショウ
 

胡椒は、コショウ目コショウ科コショウ
属に分類される蔓性の多年生植物。熱
帯地域に植生し、年間降水量2000～
3000ミリの多雨と同時に水はけのよい
土壌も必要とする。蔓は樹木や添え木
にまきつきながら7～10メートルほどに
伸びる。実は房状につき、熟すと赤色に
なる。植物としての寿命は、通常は10
数年、長ければ30年にも至る。原産地
はインドのケーララ州という説が有力。

黒 

胡
椒
と
一
手
間
違
う

　
　

 

白
胡
椒
づ
く
り

焼 

畑
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た

　
　

  

栽
培
法

世 

界
経
済
の
た
だ
な
か
で

　
　

  

変
わ
る
コ
シ
ョ
ウ
栽
培

※写真はいずれも、Vivit Bertoven Nurdin 氏提供

コショウの実と葉。葉脈のつき方に特徴がある

ランプン州の人たちは10メ
ートル近くに伸びる木から
コショウの実を収穫する

コショウの苗の植え付け

右・実は未熟なうちに収穫する
左・実はそのまま天日乾燥すると黒胡椒になる


